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今年も「戦争と平和」をテーマに知覧特攻平和会館を見学

2026北和地協・北和労福協合同「役員・幹事研修」を実施

8月23日(日）～24日（月）鹿児島県の知覧特攻平和会館を１５人で訪れました。ここには第
二次世界大戦末期の沖縄戦で、人類史上類のない飛行機もろとも敵艦に体当たりした陸軍特
別攻撃隊員の遺影、遺品、記録等貴重な資料が展示してあります。沖縄戦で特攻戦死された
1,036名の隊員は、知覧基地を主軸として各基地から出撃しています。

噴火を頻繁に繰り返し
てきた桜島は24時間体勢
で観測。この日も道路の
電光表示は「噴火警戒レ
ベル３」。心配でガイド
さんに聞くと「いつもで
すよ～」との事でした。

三角兵舎跡
半地下式木造のバラック建てで、こ
こで特攻隊員達は出撃までの数日間
を過ごした。

一式戦闘機「隼」
陸軍の主力戦闘機として運用。当時の
資料を元に忠実に復元製作。知覧特攻
基地から120機が飛び立っている。

桜島を訪れ「防災」の大切さを実感。

戦後８０年を過ぎ「戦争体験者が減っていく中」、今後日本の平和には何が必要か。
このことを私たち一人一人が真剣に考える機会として地協・労福協の大切な仲間が研鑽
を深め、親睦を図る有意義な研修となりました。

熊本地震「救援カンパ」実施中！
ご協力お願いします。
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